[bookmark: _GoBack]環境教育及び環境保全活動の促進に関する協定に定める事項の実施状況の評価について

■協定の概要
	·  東京海上日動火災保険株式会社（以下、「東京海上日動」という。）と大阪府が、「環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律」に基づく協定を平成２６年１月に締結し、府民を対象とした環境教育及び環境保全活動を実施する。
·  本協定は、両者が相互に連携及び協力を図りながら、大阪府における環境教育及び環境保全活動を協働で行い、持続可能な地域社会の実現に資することを目的とする。



■協定における４年目の基本的役割について
	主体
	評価事項

	大阪府
	○ 事業内容に対する助言：　　　　　　　　 NPOと連携したイベントの実施に協力し、環境教育の機会の提供を行った。
○ 事業の円滑な実施に必要な調整及び支援：事業実施にあたっては、連携先NPOの提案を行う等、イベントを円滑に開催するための支援を行った。
○ 事業に関する広報活動：　　　　　　　　府ホームページへの情報掲載、教育庁を通じた北河内地域の７市（枚方市、交野市、寝屋川市、守口市、門真市、四條畷市、大東市）の小学校への周知、府内市町村環境教育担当部署への周知協力依頼、府内こどもエコクラブへの周知、「STOP！温暖化　おおさかメールマガジン」及び「環境交流パートナーシップFacebook, twitter」による府民への情報提供等、事業に関する広報活動を行った。
《５年目に向けての方針、課題等》
· 取組の継続実施に向け支援・助言を行い、事業に関する広報についても、より多くの方々に参加いただけるよう、積極的に事業周知を図っていく。

	東京海上日動
	○ 事業の企画提案及び実施：　　　　　　 日本パークレンジャー協会に対する支援及びその内容について大阪府に企画提案を行った。また、「Green Gift 地球元気プログラム」において、日本パークレンジャー協会が実施した計３回のイベントのプログラム企画、運営等の支援を行った。
○ 実施主体（ＮＰＯ法人等）への支援：日本パークレンジャー協会が実施するプログラムに対して、認定特定非営利活動法人 日本NPOセンター（以下、「日本NPOセンター」という。）を通じて協賛した。
○ 事業に関する広報活動：　　　　　　　　　ホームページによるイベント情報の掲載や、代理店を通じたチラシ配架、イベント参加募集の呼びかけを行った。
○ 社員やその家族等への環境教育：　　　社員、代理店及び関係者並びにその家族がイベントに参加し、社内における環境教育を推進した。
《５年目に向けての方針、課題等》
· 「Green Gift 地球元気プログラム」として、日本パークレンジャー協会との連携により、森づくり・里山保全活動の環境学習を引き続き実施していく。更に多くの関係者を巻き込んだ広報活動および社内における環境教育を行う。


［評価］本協定に係る事業実施に際し、両者が適切な基本的役割を果たし、効果的な取組の推進に寄与した。
*　「Green Gift」プロジェクトとは：東京海上日動が「お客様とご一緒に環境保護活動を行う」ことを基本コンセプトとして実施する地球環境保護プロジェクト。契約時に「ご契約のしおり（約款）」等を紙の冊子ではなく、ホームページ上で閲覧する方法が選択された場合、紙資源の使用量削減額の一部を国内外の環境保護活動に役立てている。国内環境保護活動においては、日本NPOセンター、各地域の環境NPOと協働して実施している。

■実施イベント等について
	イベント名
	実施日
	実施場所
	実施内容
	参加人数　等

	身近な森でわんぱく体験をしてみよう！
	平成29年6月17日（土）10：00～15：00
	大阪府民の森くろんど園地（第2キャンプ場周辺）
	・キャンプ場にて自然の中に隠された不自然なものを探すカモフラージュ(ネイチャーゲーム)と丸太切り体験を実施。
・午後は人工林に移動、森林の話を学んでから実際に伐採の現場を見学した。
・伐採したヒノキの枝払いと皮むきを体験した。
	一般公募参加者：13名
（うち子ども8名）

	身近な夜の森を探検しよう！
	平成29年7月15日（土）14：00～21：00
	大阪府民の森くろんど園地（第2キャンプ場周辺）
	・2チームに分かれてカモフラージュ(ゲーム)と、シノダケで紙鉄砲を作り紙玉を飛ばして遊んだ。
・全員でピザ作りを行い、生地の発酵を待つ間、ピザの焼く順を決める家族対抗パチンコゲームを行った。
・食後はクイズでホタルについて事前勉強し、暗くなるのを待ってホタル観察を実施。
	一般公募参加者：29名
（うち子ども14名）

	木登りにチャレンジ！
	平成29年9月30日（土）10：00～15：00
	大阪府民の森くろんど園地　（第1キャンプ場　交換広場周辺）
	・参加者全員でアイスブレイクゲームをした後、プログラムを開始。
・木登りインストラクターから道具や登り方、安全の注意を説明し、木登りプログラムを実施した。
・昼休みには、竹馬やパチンコ、クラフトづくり等、自然遊びを行った。
	一般公募参加者：16名
（うち子ども7名）


　［評価］計３回のイベントの実施を通じて、環境教育及び環境保全活動の促進を図ることができた。
